
尼崎ＪＲ脱線事故から６年

日勤教育は苦痛・・・ＪＲ西が認める！
尼崎ＪＲ脱線事故から６年、事故の真相解明にむけて、当事者と一部遺族が共同で検

討会「課題検討会」をつくり議論してきた。

このほど、その報告書がまとめられた。

日勤教育は脱線事故の要因の一部

ＪＲ西日本が行った脱線事故の

分析によると、当該運転士のブレ

ーキが遅れたのが第１要因である。

その背景は、注意が運転からそれ

た事によると報告されている。

直前に起こしたミスの日勤教育を

懸念した運転士はそのミスを取り

繕うために車掌に虚偽報告を依頼

した。もはや正常な心理状態では

なかったのだ。そこまで追い込む

日勤教育とは何なのか。ようやく

ＪＲ西日本は、気がついたのだ。

現場の主張に耳を貸さないＪＲ東海

私たちは、何度も会社に「日勤

教育を直ちにやめろ」と主張して

きた。しかし、会社は「必要な教

育は行う」と回答するのみである。

必要な教育とは何？

ＪＲ東海で行われている「日勤

教育」は、ＪＲ西日本と同様に、

乗務員は苦痛と感じている。乗務

員が苦痛と感じる「日勤教育」は

直ちにやめるべきだ。

東海は、イジメ日勤教育を直ちにやめろ！ＪＲ

ＪＲ東海労なごや
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